






































































































No. 塔頭名 所在 備考





 4 三會院 臨川寺境内

















































































































































































































































































































































































































































  1 方丈跡茗園 615 5 7
  2 禅堂裏山裾開拓所 524 5 8
  3 雲居祖塔并侍真寮跡開墾 313 2 0
  4 禅堂廻リ開墾地 232 3 3
  5 禅堂裏山裾開墾 924 3 8
  6 字田淵山裾新田開拓 331 6 8
No. 開墾場所 開墾面積 記号 備考
坪 歩 厘
  7 慈濟院受地 法堂跡北之方 65 1 3 ハ 午年蒔茶
  8 同上 34 0 1 ニ 戌年蒔茶
  9 慈濟院受地 法堂跡西之方 69 7 6 ホ 亥年蒔茶
10 慈濟院受地 法堂跡東之方 119 7 2 ル 亥年蒔茶
11 慈濟院受地 真乗院高塀北 62 5 9 ヲ 亥年蒔茶
12 慈濟院受地 唐門跡東之方 19 7 1 ロ 亥年蒔茶
13 同上 5 7 5 イ 亥年蒔茶
14 慈濟院受地 山門壇 172 1 6 ワ 未年蒔茶
15 慈濟院受地 八幡境内南之方 282 2 3 ― 亥年蒔茶
16 松岩寺受地 法堂跡 303 5 0 ヌ 巳年蒔茶
17 松岩寺受地 法堂跡南之方 12 0 0 リ 亥年蒔茶
18 同上 13 3 3 チ 酉年蒔茶
19 同上 38 4 8 へ 申年蒔茶
20 同上 10 7 8 ト 亥年蒔茶
21 妙智院受地 勅使門南脇 21 6 3 タ ―
22 同上 49 8 3 ヨ 亥年蒔茶
23 弘源寺受地 山門壇東之方 199 2 2 カ 戌年蒔茶
24 弘源寺受地 石橋西之方 28 8 3 ツ 亥年蒔茶
25 弘源寺受地 浴室跡之前 51 3 6 レ 亥年蒔茶
26 招慶院受地 浴室跡 84 6 4 ソ ―
27 弘源寺受地 同上 14 0 8 ○ ―
28 弘源寺受地 選佛場東 129 7 0 ― ―
29 常住持 亀甲段之下両側茶園北之方 24 0 0 子 午年蒔茶
30 常住持 亀甲段之下両側茶園南之方 23 0 0 子 午年蒔茶
31 松岩寺前茶園 20 5 0 ナ 午年蒔茶
32 松岩寺前茶園南之方 5 0 0 マ ―
33 松岩寺前茶園北之方 8 0 0 マ ―
34 慈濟院前茶園西之方 19 2 5 ラ 午年蒔茶
35 同上 4 5 0 ラ 午年蒔茶
36 慈濟院前茶園東之方 12 1 6 ム 午年蒔茶
37 弘源寺前茶園 11 6 6 ウ 午年蒔茶
38 永明院前茶園西之方 27 4 1 ヰ 申戌蒔茶
39 永明院前茶園東之方 20 8 8 ノ 亥年蒔茶
40 栖松軒前茶園南之方 20 0 8 オ 申年蒔茶
41 栖松軒前茶園北之方 22 0 0 ク 申年蒔茶
42 華蔵院前茶園 8 0 0 ヤ 亥年蒔茶
43 妙智院前茶園 11 0 0 ケ ―
44 真乗院前茶園 82 4 2 フ 亥年蒔茶
―…記載無し
※「総門内開墾地図面」（『天龍寺文書』No.1428）より作成。
明治８（1875）年の状況を示す。なお、同年の干支は乙亥。
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ていたことになる。仮製地形図を見ていると、妙心寺や大徳寺など他の寺院の境内地でも茶の
地図記号を確認することができることから、境内の開墾と茶の栽培は天龍寺に限った事象では
なく、他の寺院境内地においても行われていたものと考えられる。
（2）旧境内地の変化
天龍寺では、境内外区別によって境内地の約７割に相当する25町余が境外と判断され、旧
境内地となった。これらの旧境内地は、一部は公有地とされたが、大半は民間へ下渡・払下が
行われて民有地となり、天龍寺の支配から離れた。境内地処分の結果は、明治17・18（1884・
85）年の景観を描く「区別図」に記されているが、明治４年頃の「惣絵図」と明治８年頃の
「再検査結果図面」、「区別図」を並べてみると、旧境内地を中心に景観の変化している様子が
読み取れる。
図３は、「区別図」をもとに「再検査結果図面」と「区別図」を比較してその間に土地利用
が変化した箇所を破線で示した図である。これを見ると、かつての境内主域南部の状況が大き
く変化していることが分かる。取り分け、第２次上地令を受けて松岩寺・妙智院など元治の兵
火の罹災塔頭が建物を有する他の塔頭との合併により境内主域北部へと移転したことに伴い、
再検査時は空地であったこれらの塔頭敷地の大部分が畑地化している。また、再建された三秀
図２ 天龍寺境内主域の開墾地（部分）
「常住前亀甲段ヨリ中門迄開拓茶苑縮図」（「総門内開墾地図面」所収）をトレースして作成。図中
のイロハ記号は、表２と対応。
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院も養清軒と合併して大堰川畔に寺地を移しているため、その跡地が畑地・薮地などに変化し
ている。これに、「惣絵図」に見られた旧塔頭敷地の存在を加えると、金剛院南側の長辻東側
や三軒屋の東側の塔頭跡地、景徳寺跡が薮地と化している。他の変化では、塔頭跡地・薮地・
畑地の宅地化が確認され、吉祥庵跡、三秀院の両側（養清軒の敷地西半部・洗心亭跡地）、角
倉家屋敷地北側が宅地となっている。宅地化した場所の多くは、既存宅地に隣接する場所であ
る。
このように、天龍寺では二度の上地令によって境内の範囲が大幅に縮減され、上地された旧
境内地では塔頭跡地などで土地利用に変化の生じたことが確認された。こうした変化の背景に
あるのが、上地された旧境内地の下渡・払下による門前集落の住民などへの譲渡であろう。天
龍寺では、明治４（1871）年８月18日に境内の絵図を京都府へ提出し、同月27・28日に実地
検分を受けて第１次上地令に基づく境内と境外の区別がなされ、惣門内の約３町が上地され
ているが、この時点で、門前の集落や薮地などは殆ど境外として収公されている（46）。「取調
帳」（47） によると、明治５年５月に薮地を天龍寺や鹿王院へ「相当代価」にて払下が行われ、次
いで明治８年１月には人民居住地１町５反４畝余が43名へ下渡（無償譲渡）されている。面
積からみて、門前の集落と推定され、これらの土地が門前の住民の所有地となったことが分か
る。また、宅地以外にも畑地や薮地の多くが払下により民有地となっているが、一部の畑地や
薮地は天龍寺や塔頭にも払下となっている。下渡・払下の結果、かつての天龍寺門前（明治８
年から天龍寺村）の住民などが土地を所有するようになり、天龍寺とは無関係に居宅建設や耕
作などの諸活動を自由に行えるようになったことが、旧境内地の景観変化を生み出したものと
考えられる。
旧境内地での住宅建設などの活動は、天龍寺村の住民に限るものではない。「取調帳」に記
される山中献による山荘建設がその一例である。山中献（信天翁・静逸）は、明治天皇の御用
係や桃生県（後の石巻県）知事などを務め、詩文や書画に秀でた人物として知られ、官を辞
した後に東京から京都の下鴨へ移り住み、明治９（1876）年の秋頃から大堰川北畔に対嵐山
坊の建設を開始している（48）。翌年２月18日には、京都行幸中の明治天皇が木戸孝允などと訪
問（49）しており、現在も「明治天皇行在所山中邸阯」の石碑が対嵐山坊の跡地に残されている。
この場所は、旧養清軒の西半部に当たる（図３）。「取調帳」には、明治10（1877）年５月に
１反７畝23歩の土地を「自費建家居住」を理由に、山中へ払下を行ったことが記録されている。
このように、他地域の者であっても天龍寺を介さずに住宅を建設したり、土地を取得したりす
るなどの活動が行えるようになったことが、境内地の頃と比べて大きく変化した点である。
山中の対嵐山坊の他に、著名な人物による住宅建設の例は見られなかったが、景勝地の嵐山
を望む大堰川畔の旧境内地は、別荘や旅館の建設に好立地であり、明治20年代後半からこれ
らの建設が行われる（50）。現在、天龍寺の界隈は、京都有数の観光地であると共に、閑静な住
宅地としても知られる。これらの景観は、境内地処分により広大な土地が天龍寺の支配を離れ、
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民間による土地取得と売却、開発が可能になったことによって齎された変化の結果として存在
しているのである。
５．おわりに
本稿では、寺社を中心に形成された地域の景観に影響を与えた事象として、近代初頭に行わ
れた境内地処分に注目し、関係して作成された地図資料と寺院側に残された資料などを用いて
天龍寺境内地を復原し、近世から近代へと移行するなかで生じた景観の変化について検討を
行ってきた。得られた知見は、以下の通りである。
近世後期の天龍寺には、嘉永期の段階で42の塔頭が存在し、このうち30ヶ寺が天龍寺築地
内と臨川寺の周辺に位置していた。天龍寺の東側には天龍寺門前の集落が広がり、集落の家並
みと塔頭が軒を連ねる状況にあった。第１次上地令に際して作成された「惣絵図」にみる天龍
寺境内地では、元治の兵火からの再建が進まず空地のままの罹災塔頭、それまでに建物を失う
か廃寺により建物を取り壊した塔頭、整理統合により他の塔頭と合併した塔頭が多く見られ、
これらの塔頭敷地が二度の上地令で境外として上地になり、収公された旧境内地は公有地や民
有地となった。民有地となった旧境内地は、天龍寺を介さずに住宅建設や耕作などの諸活動が
行えるようになり、旧塔頭敷地や薮地などが宅地や耕作地に変化した。また、京都府の通達を
受けて明治２（1869）年から天龍寺の境内主域では開墾と茶の栽培が行われており、景観の
変化は境外と判断されて民有地となった旧境内地だけでなく、境内においても発生したことが
確認された。
本稿では、天龍寺の境内地処分に注目し、各種の資料から境内地の復原を行い、近世から近
代へと移行するなかで生じた塔頭の減少と跡地の上地、境内の内外で発生した景観の変化を明
らかにした。また、塔頭の減少、寺院境内地の縮小と旧境内地の開発、寺院境内の開墾と茶栽
培という当時の寺院を中心とする地域に共通する事例を確認することができた。しかし、現在
の天龍寺界隈に通じる旅館の建設や公園の整備といった旧境内地の観光地化が未検討の課題と
して残されている。さらには、大覚寺・二尊院・清凉寺といった隣接する寺院境内地との検討
や京都の他の寺院境内地との比較も行う必要があり、これらの点を検討することにより天龍寺
を中心とする地域の特性が明らかになるだろう。以上の点を今後の課題として、稿を終える。
〔注〕
（1） 藤本利治「門前町の形成と社寺の機能―伊勢国山田の場合」歴史地理学紀要10、1968、23～
39頁。
（2） 近年の近世門前町に関する歴史地理学の研究としては、次の論文などがある。岡宏三「絵図を
通してみた門前町杵築（大社）」歴史地理学222、2005、43～59頁。
（3） 渡邊秀一「東西本願寺門前町の形成過程と変容」（河村能夫編著『京都の門前町と地域自立』
龍谷大学社会科学研究所叢書76、晃洋書房、2007）、22～57頁。
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（4） 大蔵省管財局編『社寺境内地処分誌』、大蔵財務協会、1954、32頁。
（5） 渡邊秀一・木村大輔・小林善仁・藤井暁「嵯峨諸寺門前地の近代的変容に関する予備的考察」
佛教大学アジア宗教文化情報研究所紀要３、2007、1～59頁。
（6） 拙稿「山城国葛野郡天龍寺の境内地処分と関係資料」鷹陵史学36、2010、1～23頁。以下、前
稿と略記する。
（7） 京都市編『京都の歴史』、学藝書林、1974、524～545頁。同書では、天龍寺の所在する京都市
域における神仏分離や廃仏毀釈の状況、寺院の整理統合や廃絶について詳述されている。
（8） 「天龍寺境内惣支配所六ヶ村麁絵図」（『天龍寺文書』No.1540）、安永５（1777）年。なお、『天
龍寺文書』については、京都府立総合資料館所蔵の写真帳を使用した。以下、「麁絵図」と略
記する。
（9） 「絵図目録」（『天龍寺文書』No.1464）、嘉永３（1850）年。
（10） 奈良本辰也監修『天龍寺』、東洋文化社、1978、133～136。
（11） 京都府庶務課社寺掛『葛野郡寺院明細帳』（『寺院明細帳』25）天龍寺・永明院・三秀院分、明
治13（1880）年、京都府立総合資料館所蔵。以下、『寺院明細帳』と略記する。
（12） 嵯峨野々宮町自治会共有文書「明細帳」（京都市『史料京都の歴史』14 右京区、平凡社、
1994所収）、472・473頁。
（13） 下中邦彦編『京都市の地名』日本歴史地名体系27、1979、1080頁。同書では、「天龍寺門前
村」とするが、天龍寺門前とする方が適切と考える。
（14） 峨山青護翁『洛西嵯峨名所案内記』（野間光辰編『新撰京都叢書』１、臨川書店、1985、310
～353頁 所収）、嘉永５（1852）年。
（15） 『官有地籍図』官141「嵯峨天龍寺」、京都府立総合資料館所蔵。景観年代は、塔頭の状況より
明治18年頃と推定される。
（16） 「社寺境内外区別図」天龍寺分、京都府立総合資料館所蔵『京都府庁史料』明16-48-追３。
（17） 京都町触研究会『京都町触集成』13 明治元年―明治４年、岩波書店、1987、266・277頁。
（18） 「執奏寺領御除地取調書上帳」（『天龍寺文書』No.1418）、明治元年12月。以下、「取調書上帳」
と略記する。
（19） 『社寺録 五山派並大寺ノ部』、京都府社寺掛、明治３年10月改、明 3-35-1、京都府立総合資料
館所蔵。
（20） 「麁絵図」によると、宝徳院の位置には禅昌院と記され、明治８年の再検査時の図面にも同地
に「禅昌寺
ママ
跡」と記されることから、禅昌院の旧寺地と考えられる。
（21） 前掲11。
（22） 湯本文彦『京都府寺誌稿』天龍寺 上、明治26（1880）年、京都府立総合資料館所蔵。
（23） 前掲22には龍華院とあるが、同名の塔頭は嘉永３年の『絵図目録』に見られないため、龍昇
軒の誤りとみられる。
（24） 嵯峨小学校所蔵文書「沿革略史」（京都市『史料京都の歴史』14 右京区、平凡社、1994所収）、
523頁。
（25） 内閣官報局編『法令全書』４（明治４年）、原書房、1974、５頁。以下、第１次上地令と略記。
（26） 前掲26、222・223頁。
（27） 内閣官報局編『法令全書』第８巻ノ２、原書房、1975、1666頁。以下、第２次上地令と略記
する。
（28） 「社寺境内外区別取調帳」天龍寺分、京都府立総合資料館所蔵『京都府庁史料』明16-48- 追１。
（29） 京都府立総合資料館歴史資料課編『改訂増補文書改題』、京都府立総合資料館、1993、95・96
頁
（30） 前掲６。
（31） 「葛野郡下嵯峨村天龍寺境内再検査結果伺」京都府庁文書 明 7-21-6、京都府立総合資料館所
蔵。以下、伺書の添付図面を「再検査結果図面」と略記する。
（32） 「住山記録」（『天龍寺文書』No.1427）、明治２～７年。
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（33） 「天龍寺惣絵図」（『天龍寺文書』No.1406）、年未詳。
（34） 「天龍寺塔頭寺地図面」（『天龍寺文書』No.1429）、明治期。本図は、『京都府庁史料』の『寺
地画図』の天龍寺側の控図とみられることから、作成年を明治３年と推定した。
（35） 「社寺境内外区別原図」大覚寺分、明治５（1872）年、京都府立総合資料館所蔵『京都府庁史
料』明 5-47。
（36） 「御達書之写」（野田只夫編『丹波国黒田村史料』、黒田自治会村誌編纂委員会、1966、419・
420頁所収）、明治２（1869）年。
（37） 京都市『史料京都の歴史』５ 社会・文化、1984、604～606頁。
（38） 前掲19。
（39） 『天龍寺文書』No.1500～1513に、嵯峨角倉家の屋敷や小屋町に関する史料が残る。
（40） 前掲31。
（41） 前掲28。
（42） 京都府立総合資料館『京都府百年の資料』３ 農林・水産編、京都府、1972、36・37頁。
（43） 『京都新聞』68号、前掲41、610頁。
（44） 「総門内開墾地図面」（No.1428）、明治期。
（45） ２万分１仮製地形図「愛宕山」、明治22（1889）年測図、参謀本部陸地測量部。
（46） 前掲32。
（47） 前掲28。
（48） 信天会編『信天翁』、大正４（1915）年。
（49） 宮内庁『明治天皇記』４、吉川弘文館、1970、78頁。
（50） 「旧土地台帳」（京都地方法務局嵯峨出張所所蔵）字長辻分によると、明治27（1894）年５月
に東本願寺の大谷光瑩が同地を取得し、同名の別荘を営んでいる。また、近代の嵯峨・嵐山地
域での観光業については、次の論文に詳しい。渡邊秀一「名所案内記からみた近代嵯峨・嵐山
の観光業」鷹陵史学34、2008、１～19頁。
〔付記〕
本稿の作成にあたり、資料の閲覧を許可して頂いた天龍寺や資料を所蔵する京都府立総合資料館に
は大変お世話になりました。また、佛教大学の渡邊秀一先生をはじめ、諸先生方並びに院生諸氏か
らは貴重なご助言を頂きました。ここに記して御礼を申し上げます。
（こばやし よしと 非常勤講師）
2011年11月15日受理
